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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】微粉の固体粒子を含むスラッジに対する固液分
離効率を向上させ、連続的な固液分離が可能な固体微粒
子遠心分離装置及びこれを利用した固液分離方法の提供
。
【解決手段】遠心分離筒の装着空間を提供する遠心分離
チャンバ１１０，駆動手段によって回転され、遠心力を
通じてスラッジを固形物と液状物に分離する遠心分離筒
１２０，遠心分離筒１２０内部に位置し、遠心分離筒１
２０内壁と接触した状態で、遠心分離筒１２０の回転時
に遠心分離筒１２０内壁上に粘着された固形物を除去す
る固形物除去装置の固形物除去刃１４１、及び、遠心分
離筒１２０によって分離された固形物と液状物が分離、
回収される空間を具備する固液分離筒１３０を含んでな
る固体微粒子遠心分離装置。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠心分離筒の装着空間を提供する遠心分離チャンバ；
　駆動手段によって回転され、遠心力を通じてスラッジを固形物と液状物に分離する遠心
分離筒；
　前記遠心分離筒内部に位置し、遠心分離筒内壁と接触した状態で、遠心分離筒の回転時
に遠心分離筒内壁上に粘着された固形物を除去する固形物除去装置の固形物除去刃；およ
び
　前記遠心分離筒によって分離された固形物と液状物が分離、回収される空間を具備する
固液分離筒を含んでなることを特徴とする固体微粒子遠心分離装置。
【請求項２】
　前記固液分離筒は、前記遠心分離チャンバと空間的に連結され、
　前記固液分離筒は、隔壁を中心に固形物回収部の空間と液状物回収部の空間に区分され
、固形物回収部の周囲に液状物回収部が具備される形態を成すことを特徴とする、請求項
１に記載の固体微粒子遠心分離装置。
【請求項３】
　前記液状物回収部の一側に、液状物を排出する液状物排出管がさらに具備され、前記固
形物回収部の下部は、開口された形態を成して、遠心分離筒から排出される固形物が固形
物回収部を貫通して自由落下され得ることを特徴とする、請求項２に記載の固体微粒子遠
心分離装置。
【請求項４】
　前記固形物回収部の半径は、前記遠心分離筒の本体部の下端部半径に相応することを特
徴とする、請求項２または３に記載の固体微粒子遠心分離装置。
【請求項５】
　前記遠心分離筒の内側にスラッジ流入管が具備され、スラッジ流入管のスラッジ排出口
は、遠心分離筒の内壁を向くことを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載の固
体微粒子遠心分離装置。
【請求項６】
　前記固形物除去装置は、
　遠心分離筒に粘着された固形物と接触して固形物を掻き出す固形物除去刃と、
　前記固形物除去刃の固定状態を維持させる刃支持台と、
　固形物除去刃と刃支持台を前後移動させて、固形物除去刃が遠心分離筒内壁の固形物と
選択的に接触可能にする移動手段を含んで構成されることを特徴とする、請求項１～５の
いずれか１項に記載の固体微粒子遠心分離装置。
【請求項７】
　前記固形物除去刃は、固形物と接触する刃と、前記刃を支持する峰により構成されるこ
とを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の固体微粒子遠心分離装置。
【請求項８】
　前記遠心分離筒は、瓢箪形状からなり、本体部と口部に区分され、
　前記本体部は、固液分離が進行される空間であり、前記口部は、スラッジの本体部への
流入をガイドするとともに、遠心分離筒の回転軸の役割をすることを特徴とする、請求項
１～７のいずれか１項に記載の固体微粒子遠心分離装置。
【請求項９】
　固体微粒子遠心分離装置を利用した固液分離方法において、
　前記固体微粒子遠心分離装置は、
　遠心分離筒の装着空間を提供する遠心分離チャンバ；駆動手段によって回転され、遠心
力を通じてスラッジを固形物と液状物に分離する遠心分離筒；前記遠心分離筒内部に位置
し、遠心分離筒内壁と接触した状態で、遠心分離筒の回転時に遠心分離筒内壁上に粘着さ
れた固形物を除去する固形物除去装置の固形物除去刃；および、前記遠心分離筒によって
分離された固形物と液状物が分離、回収される空間を具備する固液分離筒を含んでなり、
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　遠心分離筒が回転する状態で、遠心分離筒にスラッジが供給されて固形物と液状物の比
重差によって遠心力の差が発生し、相対的に比重の大きい固形物は、遠心分離筒の内壁に
固着化されるとともに、相対的に比重の小さい液状物は、遠心分離筒の内部空間で流動さ
れる固液分離ステップ；
　スラッジが固形物と液状物に分離された状態で、遠心分離筒の回転速度を前記固液分離
ステップに比べて比較的に減少させて、遠心分離筒内部の空間で流動する液状物を下方螺
旋移動させて固液分離筒の液状物回収部に排出させる液状物排出ステップ；および
　固形物除去装置の固形物除去刃が、遠心分離筒内壁に粘着された固形物と接触するよう
に移動させた後、遠心分離筒を回転させて、遠心分離筒内壁に粘着された固形物を掻き出
して固液分離筒の固形物回収部に排出させる固形物排出ステップを含んでなることを特徴
とする、固体微粒子遠心分離装置を利用した固液分離方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固体微粒子遠心分離装置およびこれを利用した固液分離方法に関し、より詳
細には、微粉の固体粒子を含むスラッジに対する固液分離効率を向上させるとともに、連
続的な固液分離が可能な固体微粒子遠心分離装置およびこれを利用した固液分離方法に関
する。
【０００２】
　また、本発明は、国家研究開発事業の支援を受けて開発された発明であって、本発明を
支援した国家研究開発事業は、未来創造科学部から指定された研究管理専門機関である国
家科学技術研究会の支援により行われたものである。具体的に、本国家研究開発事業は、
韓国科学技術研究院の主催の下で２０１４年１２月１０日から２０１５年１２月０９日ま
での研究期間に亘って行われたもので、研究事業名は「国際共同研究事業」であり、研究
課題名は「開発途上国の持続可能な衛生施設のための革新技術及び統合型システム開発」
であり、課題固有番号は「Ａｓｉａ-０２-００２」である。
【背景技術】
【０００３】
　一般的に、スラッジは、固体と液体の混合物、または微細粒子性固形物が液状に懸濁さ
れた懸濁液等の混合物の総称であり、糞尿および畜産廃水、飲食物処理水をはじめとする
高濃度有機廃水、および金属加工廃水、ならびに潤滑油および燃料内の不純物等、処理工
程における主要解決課題の一つである。通常、固液分離は、ドラムスクリーンといったス
クリーン分離や特殊スポンジ吸引分離、および網を利用したフィルタ法、薬品注入後に全
液を脱水または浮上沈殿分離する方式等が主に使用されてきた。しかし、従来の固液分離
方式は、分離効率が低いだけでなく、狭窄物によるスクリーンまたは網の目詰まり現象が
頻繁に発生することにより、利用に制限を伴ったり、その機能の喪失を招いたりする問題
点を内包している。また、薬品注入を通じた凝集沈殿および浮上分離後における脱水方式
は、工程の複雑性と薬品の消費によって、実際の適用に制限が伴う。
【０００４】
　一方、回転半径と角速度の二乗で決定される遠心力によって成分や比重の異なる物質を
分離、精製、濃縮する遠心分離は、水処理をはじめとする環境分野だけでなく、食品、医
薬など多様な分野で応用されている。しかし、従来の遠心分離装置は、密閉容器に液体を
注入して遠心分離した後に分離除去する非連続的な運転が不可避であるという短所がある
ため、大規模工程への適用に困難がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】韓国公開特許第２００２‐００７５０４８号
【特許文献２】韓国公開特許第２００１‐００１０７８３号
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、前記のような問題点を解決するために案出されたものであって、微粉の固体
粒子を含むスラッジに対する固液分離効率を向上させるとともに、連続的な固液分離が可
能な固体微粒子遠心分離装置およびこれを利用した固液分離方法を提供することにその目
的がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記の目的を達成するための本発明に係る固体微粒子遠心分離装置は、遠心分離筒の装
着空間を提供する遠心分離チャンバ；駆動手段によって回転され、遠心力を通じてスラッ
ジを固形物と液状物に分離する遠心分離筒；前記遠心分離筒内部に位置し、遠心分離筒内
壁と接触した状態で、遠心分離筒の回転時に遠心分離筒内壁上に粘着した固形物を除去す
る固形物除去装置の固形物除去刃；および、前記遠心分離筒によって分離された固形物と
液状物が分離、回収される空間を具備する固液分離筒を含んでなることを特徴とする。
　前記固液分離筒は、前記遠心分離チャンバと空間的に連結され、前記固液分離筒は、隔
壁を中心に固形物回収部の空間と液状物回収部の空間に区分され、固形物回収部の周囲に
液状物回収部が具備される形態を成す。
　前記液状物回収部の一側に、液状物を排出する液状物排出管がさらに具備され、前記固
形物回収部の下部は、開口された形態を成して遠心分離筒から排出される固形物が固形物
回収部を貫通して自由落下され得るように設計してよい。また、前記固形物回収部の半径
は、前記遠心分離筒の本体部の下端部の半径に相応するように設計される。
【０００８】
　前記遠心分離筒の内側にスラッジ流入管が具備され、スラッジ流入管のスラッジ排出口
は、遠心分離筒の内壁を向くように配置される。
　前記固形物除去装置は、遠心分離筒に粘着した固形物と接触して固形物を掻き出す固形
物除去刃と、前記固形物除去刃の固定状態を維持させる刃支持台と、固形物除去刃および
刃支持台を前後移動させて固形物除去刃が遠心分離筒内壁の固形物と選択的に接触可能に
する移動手段とを含んで構成されてよい。また、前記固形物除去刃は、固形物と接触する
刃と、前記刃を支持する峰により構成されてよい。
　前記遠心分離筒は、瓢箪形状からなり、本体部と口部に区分され、前記本体部は、固液
分離が行われる空間であり、前記口部は、スラッジの本体部への流入をガイドするととも
に、遠心分離筒の回転軸の役割をする。
【０００９】
　本発明に係る固体微粒子遠心分離装置を利用した固液分離方法は、遠心分離筒が回転す
る状態で、遠心分離筒にスラッジが供給されて固形物と液状物の比重差により遠心力の差
が発生し、相対的に比重の大きい固形物は遠心分離筒の内壁に固定化されるとともに、相
対的に比重の小さい液状物は遠心分離筒内部の空間で流動される固液分離ステップ；スラ
ッジが固形物と液状物に分離された状態で、遠心分離筒の回転速度を前記固液分離ステッ
プに対して比較的に減少させて、遠心分離筒内部の空間で流動する液状物を下方螺旋移動
させて固液分離筒の液状物回収部に排出させる液状物排出ステップ；および、固形物除去
装置の固形物除去刃が遠心分離筒内壁に粘着した固形物と接触するように移動させた後、
遠心分離筒を回転させて、遠心分離筒内壁に粘着した固形物を掻き出して固液分離筒の固
形物回収部に排出させる固形物排出ステップを含んでなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る固体微粒子遠心分離装置およびこれを利用した固液分離方法は、次のよう
な効果がある。
　微粒の固形物を含むスラッジを固液分離するにあたり、連続的な固液分離工程の進行が
可能となることにより、スラッジの固液分離効率を向上させることができる。特に、相対
的に粘着性の大きい下・廃水スラッジに対する固液分離効果に優れる。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施例に係る固体微粒子遠心分離装置の斜視図である。
【図２】本発明の一実施例に係る固体微粒子遠心分離装置の切開斜視図である。
【図３】本発明の一実施例に係るスラッジ固液分離方法を説明するためのフローチャート
である。
【図４（ａ）】本発明の一実施例に係るスラッジ固液分離方法を説明するための参考図で
ある。
【図４（ｂ）】本発明の一実施例に係るスラッジ固液分離方法を説明するための参考図で
ある。
【図４（ｃ）】本発明の一実施例に係るスラッジ固液分離方法を説明するための参考図で
ある。
【図５】遠心分離筒の回転数別液状物（処理水）内固形物含量を示した実験結果である。
【図６】遠心分離筒の回転時間別液状物（処理水）内固形物含量を示した実験結果である
。
【図７】浄水スラッジおよび嫌気スラッジそれぞれに対する固液分離前後の状態を示した
写真である。
【図８】固形物除去刃によって除去された固形物を示した写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の一実施例に係る固体微粒子遠心分離装置およびこれ
を利用した固液分離方法を詳細に説明することとする。
　図１および図２を参照すると、本発明の一実施例に係る固体微粒子遠心分離装置は、遠
心分離チャンバ１１０を具備する。
　前記遠心分離チャンバ１１０は、遠心分離筒１２０の装着空間を提供する。前記遠心分
離筒１２０は、駆動手段３１によって回転され、回転時に発生する遠心力を利用してスラ
ッジを比重差によって固形物と液状物に分離する装置である。
【００１３】
　前記遠心分離筒１２０は、瓢箪形状からなってよく、細部的に本体部１２１と口部１２
２とに区分されてよい。前記本体部１２１は、固液分離が実質的に進行される空間であり
、前記口部１２２は、スラッジの本体部１２１への流入をガイドする役割をする。また、
前記口部１２２は、スラッジの流入をガイドするとともに、遠心分離筒１２０の回転軸の
役割をする。遠心分離筒１２０の回転のために、前記の口部１２２の周囲一側には、口部
１２２の回転をガイドするベアリング３４が具備される。そして、前記の口部１２２の上
端一側には、駆動手段３１の回転駆動力を前記口部１２２に印加するプーリ固定部３３が
具備される。前記プーリ固定部３３上にはプーリ３２が締結され、プーリ３２の他の一側
は駆動手段３１に連結される。そして、駆動手段３１の回転駆動力がプーリ３２に伝達さ
れると、プーリ３２の回転により口部１２２の回転、すなわち、遠心分離筒１２０の回転
が可能になる。前記遠心分離筒１２０の回転を可能にする構成としてプーリ方式の実施例
を提示したが、回転駆動力を印加する諸般方法が選択的に適用可能であることはもちろん
である。
【００１４】
　一方、前記遠心分離筒１２０の内側には、スラッジ流入管１０が具備される。前記スラ
ッジ流入管１０は、スラッジを遠心分離筒１２０に供給する構成である。前記スラッジ流
入管１０は、遠心分離筒１２０の口部１２２を経て、本体部１２１の空間まで延長された
形態を成す。スラッジ流入管１０のスラッジ排出口は、本体部１２１の内壁を向くように
設計される。
【００１５】
　スラッジ流入管１０のスラッジ排出口を介して排出されたスラッジは、回転する本体部
１２１の内壁に沿って移動されつつ、比重差による固液分離が進行される。遠心分離筒１
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２０の回転によるスラッジの固液分離が進行されるにあたって、相対的に比重の大きい固
形物（スラッジ内の微粉固形物）は、遠心分離筒１２０の内壁上に粘着され、相対的に比
重の小さい液状物（スラッジ内の液状成分）は、遠心分離筒１２０の中央側に位置するよ
うになる。遠心分離筒１２０の内壁に粘着された固形物は、遠心分離筒１２０の内壁に固
定された状態を成す。これに対し、遠心分離筒１２０の中央側へと分離された液状物は、
遠心分離筒１２０の回転とともに下方螺旋移動されて、遠心分離筒１２０下部を通って排
出される。
【００１６】
　前記遠心分離筒１２０によって分離される固形物と液状物を分離、排出するために、前
記遠心分離チャンバ１１０の下部には、固液分離筒１３０が具備される。前記固液分離筒
１３０は、前記遠心分離チャンバ１１０と空間的に連結される形態で設置されて、前記遠
心分離筒１２０から排出される固形物と液状物が分離、回収される空間を提供する。
【００１７】
　具体的に、前記固液分離筒１３０は、隔壁１３３を中心に二つの空間に区分され、二つ
の空間は、それぞれ固形物回収部１３１と液状物回収部１３２と命名される。前記固形物
回収部１３１には、遠心分離筒１２０によって分離された固形物が回収され、前記液状物
回収部１３２には、遠心分離筒１２０によって分離された液状物が回収される。固形物回
収部１３１と液状物回収部１３２は、隔壁１３３を基準として空間的に分離され、固形物
回収部１３１の周囲に液状物回収部１３２が具備される形態を成す。言い換えると、固形
物回収部１３１と液状物回収部１３２は、同心円の形態を成すと言うことができる。前記
液状物回収部１３２に回収された液状物は、一側に具備された液状物排出管２０を介して
最終的に排出される。そして、前記の固形物回収部１３１に回収された固形物は、別途の
追加作業を通じて排出させてよい。他の例として、固形物回収部１３１の下部を開口され
た形態で構成して、遠心分離筒１２０から排出される固形物が固形物回収部１３１を貫通
して固形物排出筒（図示せず）に自由落下されるようにしてもよい。
【００１８】
　前記固形物回収部１３１の半径は、前記遠心分離筒１２０の本体部１２１の下端部半径
に相応するように設計される。正確には、前記固形物回収部１３１の半径は、前記遠心分
離筒１２０の本体部１２１の下端部半径と等しいか、または若干大きく設計されるのが好
ましい。前記固形物回収部１３１の半径が、前記遠心分離筒１２０の本体部１２１の下端
部半径と等しいか、または若干大きく設計されるとしても、遠心分離筒１２０によって分
離された液状物は、固形物回収部１３１に移動されることなく液状物回収部１３２に移動
される。その理由は、遠心分離筒１２０から排出される液状物は、遠心分離筒１２０が回
転されることによって、遠心分離筒１２０の下端部において垂直落下せずに斜め方向に撒
き散らされるためである。
【００１９】
　遠心分離筒１２０から排出される液状物は、上述したところのように、遠心分離筒１２
０の下端部から斜め方向に撒き散らされて液状物回収部１３２に移動される。一方、遠心
分離筒１２０の内壁上に粘着された固形物は、別途の装置を通じて遠心分離筒１２０から
脱着されて固形物回収部１３１に移動される。遠心分離筒１２０の内壁上に粘着された固
形物を除去するための装置として、固形物除去装置が具備される。
【００２０】
　前記固形物除去装置は、遠心分離筒１２０の内壁上に粘着された固形物を掻き出して落
とす装置である。前記固形物除去装置は、固形物除去刃１４１、刃支持台１４２および移
動手段１４３を含んで構成される。前記固形物除去刃１４１は、遠心分離筒１２０に粘着
された固形物と接触して固形物を掻き出す部材であり、前記刃支持台１４２は、前記固形
物除去刃１４１の固定状態を維持させる部材である。そして、前記移動手段１４３は、前
記固形物除去刃１４１および刃支持台１４２を前後移動させる装置である。前記固形物除
去刃１４１は、実際の固形物と接触する刃１４１ｂと、前記刃１４１ｂを支持する峰１４
１ａに区分される。遠心分離筒１２０内壁の損傷を防止するために、前記刃１４１ｂは、
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ゴム材質で構成してよい。また、遠心分離筒１２０内壁の固形物を効果的に除去するため
に、固形物と接触する部位の刃の形状は、遠心分離筒１２０内壁の形状と同一に設計しな
ければならない。このような構成の下に、固形物除去刃１４１が遠心分離筒１２０内壁の
固形物と接触された状態で、前記遠心分離筒１２０を回転させると、遠心分離筒１２０内
壁の固形物は、前記固形物除去刃１４１によって削られていくことになる。そして、削ら
れていった固形物は、遠心分離筒１２０下部の固形物回収部１３１に重力落下して移動さ
れる。前述したところのように、固形物回収部１３１の下部は、開口された形態で構成し
てよい。このような場合、削られていった固形物は、固形物回収部１３１を経て、そのま
ま直ちに固形物排出筒（図示せず）に移動される。一方、固形物を除去しない場合、前記
固形物除去刃１４１は、前記遠心分離筒１２０内側の空間に移動されていてよく、または
遠心分離筒１２０内部に位置しないように分離されてよい。
【００２１】
　以上、本発明の一実施例に係る固体微粒子遠心分離装置の構成について説明した。次に
、本発明の一実施例に係る固体微粒子遠心分離装置の動作、すなわち、スラッジの固液分
離方法について、図３および図４（ａ）～図４（ｃ）を参照しつつ説明することとする。
本発明の固体微粒子遠心分離装置を利用したスラッジ固液分離方法は、大きく分けて、固
液分離過程、液状物排出過程、固形物排出過程の順に進行される。
【００２２】
　まず、固液分離過程は、次のとおりである（Ｓ３０１）。遠心分離筒１２０が回転する
状態で、スラッジ流入管１０を介して遠心分離筒１２０の本体部１２１内壁に向かってス
ラッジが供給されると、スラッジは、回転する遠心分離筒１２０内壁に沿って流動される
。スラッジが遠心分離筒１２０の内壁に沿って流動する過程で、固形物と液状物の比重差
によって遠心力の差が発生する。これに伴い、相対的に比重の大きい固形物は、遠心分離
筒１２０の内壁に固着化され、相対的に比重の小さい液状物は、遠心分離筒１２０内部の
空間で流動される（図４（ａ）参照）。
【００２３】
　液状物排出過程は、次のとおりである（Ｓ３０２）。スラッジが固形物と液状物に分離
された状態で、遠心分離筒１２０の回転速度を減らすようになると、遠心分離筒１２０の
内壁に粘着された固形物は、その状態を維持する。これに対し、遠心分離筒１２０内部の
空間で流動する液状物は、螺旋運動をしながら漸次的に下方に移動することになる。遠心
分離筒１２０下部に移動された液状物は、最終的に、遠心分離筒１２０の下端部から斜め
方向に撒き散らされて固液分離筒１３０の液状物回収部１３２に移動される（図４（ｂ）
参照）。
【００２４】
　上述した固液分離過程および液状物排出過程を繰返し実施すると、連続的なスラッジの
固液分離が可能となる。一方、固液分離過程および液状物排出過程が繰返し進行されると
、遠心分離筒１２０の内壁上に粘着される固形物の量が多くなる。粘着される固形物が一
定水準に達すると、粘着された固形物を除去する固形物排出過程が要求される。
【００２５】
　固形物排出過程は、次のとおりである（Ｓ３０３）。固形物除去装置の固形物除去刃１
４１が、遠心分離筒１２０内壁に粘着された固形物と接触するように移動させた後、遠心
分離筒１２０を回転させる。遠心分離筒１２０の回転により、遠心分離筒１２０内壁に粘
着された固形物は、固形物除去刃１４１によって削られていくことになる。そして、削ら
れていった固形物は、自然落下して固液分離筒１３０の固形物回収部１３１に移動し、ま
たは固形物回収部１３１を経て、固形物排出筒に移動される（図４（ｃ）参照）。
【００２６】
　次に、実験例を通じて、本発明についてより具体的に説明することとする。
　図５は、遠心分離筒の回転数別液状物（処理水）内固形物含量を示した実験結果である
。図５を参照すると、浄水スラッジと嫌気スラッジを対象に、遠心分離筒を１０００ｒｐ
ｍ以上（１０００～５０００ｒｐｍ）回転させた場合、処理水内の固形物含量が目標数値
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転しない場合、液状物内の固形物含量は約９％を占めている。しかし、前記遠心分離筒が
１０００ｒｐｍ以上（１０００～５０００ｒｐｍ）の回転数で約５分程度回転するように
なると、液状物内の固形物含量は、目標数値である４％未満に低下するようになるのであ
る。
【００２７】
　図６は、遠心分離筒の回転時間別液状物（処理水）内固形物含量を示した実験結果を示
す図である。図６に示されたように、遠心分離筒の回転数をそれぞれ３２００ｒｐｍ、４
８００ｒｐｍとするとともに、遠心分離筒の回転時間を１～１０分とした結果、液状物内
の固形物含量が２．５％以下の数値を示すことが分かる。このように、本発明に係る遠心
分離装置を使用すると、従来に比べて固液分離効率に優れることを確認することができる
。これとともに、図７は、浄水スラッジおよび嫌気スラッジそれぞれに対する固液分離前
後の状態を示した写真である。具体的に、図７は、遠心分離筒の回転数が３２００ｒｐｍ
である場合に、浄水スラッジおよび嫌気スラッジそれぞれに対する固液分離前後の状態を
示した写真を示す図である。そして、図８は、固形物除去刃によって除去された固形物の
一例を示す図である。
【００２８】
　このように、本発明に係る遠心分離装置を使用すると、微粒の固形物が沈殿したスラッ
ジを固液分離するにあたって、連続的な固液分離工程の進行が可能となることにより、ス
ラッジの固液分離効率を向上させることができるという長所がある。
【符号の説明】
【００２９】
１０：スラッジ流入管
２０：液状物排出管
３１：駆動手段
３２：プーリ
３３：プーリ固定部
３４：ベアリング
１１０：遠心分離チャンバ
１２０：遠心分離筒
１２１：本体部
１２２：口部
１３０：固液分離筒
１３１：固形物回収部
１３２：液状物回収部
１４１：固形物除去刃
１４１ａ：峰
１４１ｂ：刃
１４２：刃支持台
１４３：移動手段
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【図７】



(11) JP 2016-203166 A 2016.12.8

【図８】



(12) JP 2016-203166 A 2016.12.8

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｂ０４Ｂ  13/00     (2006.01)           Ｂ０４Ｂ   13/00     　　　　        　　　　　

(72)発明者  チョン・キョン－ウォン
            大韓民国，ソウル　０２７９２，ソンブック－ク，ファランノ　１４－ギル　５
Ｆターム(参考) 4D037 AA11  AA13  AB02  BA28 
　　　　 　　  4D057 AA11  AB01  AC01  AC05  AD01  AE02  AE07  BC05  BC11  BC15 
　　　　 　　        CB01 
　　　　 　　  4D059 AA01  BE38  BE51  CB18 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

